
JR東京総合病院糖尿病デーイベントを
開催しました

11月14日の世界糖尿病デーは、世界に拡がる糖尿病の脅威に対応するために1991年にIDF（国際糖尿
病連合）とWHO（世界保健機関）が制定し、2006年12月20日に国連総会において「糖尿病の全世界的
脅威を認知する決議（UN Resolution 61/225）」が加盟192カ国の全会一致で採択されると同時に、
国連により公式に認定されました。

11月14日は、インスリンを発見したカナダのバンティング博士の誕生日であり、糖尿病治療に画期
的な発見に敬意を表し、この日を糖尿病デーとして顕彰しています。

世界糖尿病デー実行委員会 －日本糖尿病学会、日本糖尿病協会－HPより引用

来場者の声
・講演内容が細かく分かれていて魅力的でした。
・知り合いや家族にもこのようなイベントがあれば紹介したいと思います。
・参考になる点が多かったです。

来場者の声
・健診でHbA1cを測定したことがなかっ
たため大変興味深かったです。
・自分の病気に対して危険を知り、より
注意しようと思いました。

2019年11月14日、JR東京総合病院糖尿病DAYイベントを
開催しました。
今年のテーマは～知ろう！防ごう！糖尿病合併症！～でした。
100名近くの患者さまやご家族、地域の方々が来場され
糖尿病の合併症について改めて考える機会になりました。
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